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第１章 計画の策定にあたって

１． 計画の趣旨
超スマート社会（Society5.0）の到来により、これまでにない新たな価値の創造と展開が可能な時代を迎えつつ

ある。それは、不透明で変化の激しい時代ともいえるが、新たな創造の時代への過渡期でもある。このように、急速に

変化する社会状況の中で、子供たちは、課題解決型学習などにより、身近な事象から解決すべき課題を見出し、主

体的に考え、多様な立場の者が協働的に議論し、納得解を生み出すことなど、学習指導要領で育成を目指す資質・

能力が一層強く求められている。

学習指導要領では、情報活用能力が言語能力、問題発見・解決能力等と同様に「学習の基盤となる資質・能力」

と位置づけられ、「各学校において、コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手段を活用するために必要な

環境を整え、これらを適切に活用した学習活動の充実を図る」ことが明記されるとともに、小学校においては、プログ

ラミング教育が必修化されるなど、積極的にICTを活用することが求められている。

また、校務の効率化による教職員の事務作業の軽減と子どもたちと向き合う時間の更なる確保を推進する有効

なツールとして、教職員の働き方改革の側面からも大いに期待され、今までにない変革を与える可能性を秘めてい

る。

しかしながら、情報活用能力の育成を図るためには、教員のICT活用指導力の向上のため、計画的かつ効果的

に研修の機会や、整備するICT機器を有効に活用する方策を具体的に示す必要がある。

以上のことから、八潮市が目指す学校教育における情報化の基本的な考え方と進めるべき方向性を示すため、

本計画を策定する。本計画に基づき、学校教育の情報化について共通のビジョンを持ち、多様な子どもたち誰一人

取り残すことのない公正に個別最適化された学びや創造性を育む新しい八潮の教育を推進していく。



２．国の動向
令和5年6月に閣議決定された「第4期教育振興基本計画」では、「少子化・人口減少、 グロー

バル化の進展、地球規模課題、格差の固定化と再生産など、様々な社会課題が存在する中、
Society 5.0を見据え、これからの社会を展望する上で、教育の果たす役割はますます重要となっ
ている。」と述べられ「持続可能な社会の創り手の育成」及び「日本社会に 根差したウェルビーイ
ングの向上」を掲げ、５つの基本的方針と 16 の教育政策の目標、基本施策及び指標を示している。

基本方針④では「教育デジタルトランスフォーメ
ーション（DX）」の推進が示され、「今後、社会全
体のデジタルトランスフォーメーション（DX）、メ タ
バース活用、Web3.0 等の推進に向けた環境整
備が加速していく中で、教育の分野において IC
T を活用することが特別なことではなく「日常化」
するなど、デジタル化を更に推進していくことが不
可欠である。」と述べられ、より一層の教育DXの
推進が求められている。

https://www.mext.go.jp/content/20230928-mxt_soseisk02-100000597_07.pdf


３． 計画の位置づけ

八潮市では、市の最上位計画である「第５次八潮

市総合計画」や「国や埼玉県の教育振興基本計画」

を踏まえた教育行政分野における計画である「八潮

市教育計画はばたき」、市の教育の目標や施策の方

針を定める「八潮市教育大綱」を策定し、教育施策

を推進してきた。

本計画は、これらの計画の
中で掲げられている「情報化
社会に対応した教育の推進」
の中で、「ICTを活用した教育
の推進」「情報活用能力の育
成」「情報モラル教育の推進」
における目指すべき姿を実現
するための計画である。

（県）
教育振興基本計画
（R６年度～

R1 0年度）

（国）
教育振興基本計画
（R５年度～

R９年度）

https://www.city.yashio.lg.jp/kosodate/kyoiku/yosan/habataki.files/dainikiyasioshikyoikukeikaku.pdf


４． 計画の期間と整備計画
（１）学校のICT環境整備3か年計画(2025～2027年度) 【文科省】

(別添資料2)学校のICT環境整備3か年計画(2025～2027年度)

• 文科省では、「令和7年度以降の学校におけるICT環境の整備方針」を策定するとともに、整備方針を踏まえた「学

校のICT環境整備3か年計画(2025～2027年度)」を策定した。

• 『本整備方針は、現行の学習指導要領を前提にしつつ、１

人１台端末の整備をはじめとした急速なICT環境の進展

による変化を十分に踏まえ策定したものです。学校におけ

るICT環境整備は、一人一人の子供を主語にする学校教

育の目指すべき姿を実現するための視点から、これまで

どおりの指導や学習を単に効率化する付加的なものでは

なく、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実等

を図る上で必要不可欠な学習基盤であることなどを踏ま

え検討する必要があること等を示しています。あわせて、

学習基盤としてのICT環境整備において、最低限必要と

され、かつ、優先的に整備すべきICT機器等の設置の考

え方及び機能の考え方について整理しています。』【文科

省HPより】

https://www.mext.go.jp/content/20250128-mxt_shuukyo01-000039891_02.pdf


（２）本市の整備計画

• （1)を参考とし、本市における整備計画は

右表のとおりとする。

• 計画を具体的かつ効果的に推進していく

ために、教育委員会が中心となって、学校

との連携を密にしながら取り組むことによ

り、計画の進捗管理を行う必要がある。進

捗管理については、PDCAサイクルの考え

方に沿って、毎年度各施策の実施状況の

把握を行い、各施策内の評価基準に基づ

き評価する。また、必要に応じて、目標達成

に向けた課題整理と取組内容の見直し及

び改善を行う。計画の最終年度である令

和９年度には最終評価を行い、次に目指し

ていくべき方向性を見出し、次期計画に生

かしていく。

令和７年度 令和８年度 令和９年度

学習者用
端末更新

中学校分を更新（1月）
小学校分を更新①（1月）

小学校分を更新②（1月）

教師用端末 中学校分を整備 小学校分を整備① 小学校分を整備②

授業支援
ソフト

授業支援ソフト
AI型ドリル
Google Workspace for 
Education

ネットワーク
増強

小・中学校１５校整備

大型提示
装置

ディスプレイ型を
段階的に整備

ICT支援員 一人／１５校
※基準は1人／4校

ICT研修会 ICTスタート研修
Googleコア研修
情報モラル・生成AI等

校務端末
校務支援システム

ダッシュボード

その他 教育情報セキュリティポリ
シー策定検討
デジタル教科書の活用推進

増員を検討

学習用端末との統合に向けた検討

スクールダッシュ
ボードの導入検討

本計画の整備期間は令和７年度から令和９年度までの３か年とする。

スクールダッシュボードの導入



第２章 １人１台端末の利活用に係る計画

• これからの未来を豊かに生きていくには、自ら課題を見付け主体的に判断し解決に向け粘り強く取り組む力が求め
られている。これを実現するために、「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」「探究的な学びの充実」に
向け、これまで培ってきた授業実践に、一人一台端末を始めとするICT環境をベストミックスさせた授業改善に取り
組んでいく。

• その際、ICTを活用し、一人一人の特性や

 学習進度、学習到達度等に応じ、指導方

法・教材や学習時間等の柔軟な提供・設

定を行うなどの「指導の個別化」、教師が

子供一人一人に応じた学習活動や学習

課題に取り組む機会を提供することで、

子供自身が学習が最適となるよう調整

する「学習の個性化」の充実を図ってい

く。また、児童・生徒が自ら判断し、創造性

を発揮して必要な時に適切な（ふさわしい）

使い方で、自由な発想で活用できるよう、学

習の基盤となる情報活用能力の育成を図っ

ていく。

１． １人１台端末を始めとするICT環境によって実現を目指す学びの姿

1人1台端末を活用した高次な資質・能力の育成のための授業に関する検討（2022．高橋）



２． GIGA第１期の総括
• 本市では令和２年度に「八潮市GIGAス

クール構想」を策定し、八潮市が目指す学

校教育における情報化の基本的な考え方

と方向性を示し、多様な子供たちを誰一人

取り残すことのない公正に個別最適化され

た学びや、創造性を育む新しい八潮の教育

を推進してきた。

• 令和２年度末には、市内の全児童・生徒と

教職員への一人一台端末の配付を完了し、

学校現場での一人一台端末の本格的な運

用が始まった。また、それ以降、活用段階に

応じた研修を実施するなどし、教職員の情

報活用能力・指導力の向上を図ってきた。

また、小学校でプログラミング教育が始まる

にあたり、市内の小学校に研究委嘱し、外

部講師を招き２年間にわたり研究を重ねた。

ICTに関する研修計画

八潮市GIGAスクール構想（令和2年度）



• 令和４年度には、八潮市小中一

貫教育推進検討部会に「ICT部

会」が新設され、各校のICT推進

担当が集まり、小中９年間を見通

したICT活用推進について話し

合ってきた。ここでは、本市が目指

す授業展開を示したモデルであ

る「八潮市スタンダード」にICTを

組み合わせた「八潮スタンダード

×ICT」を作成し、市内の教職員

に周知した。また、「八潮市プログ

ラミング教育の手引き」も作成し

た。さらに、「八潮市ICT活用サイ

ト」を開設しICTに関するオンデマ

ンド研修動画や各種資料を取りま

とめた。

八潮スタンダード×ICT 小学校プログラミング教育の手引き

八潮市ICT活用サイト

https://www.city.yashio.lg.jp/kosodate/kyoiku/gakkokyoshitsu/gakko-ict.files/yashiostandardict.pdf


• 令和５年度には、ICT

部会で「情報活用能力

体系表 八潮市版」を

作成し、情報活用能力

の育成に取り組むほか、

ICTの効果的な活用に

ついて継続して研究に

取り組んだ。一方で、各

校でも課題研究の手

立ての一つに「ICT活

用」を取り入れるように

なり、授業でのICT活

用は日常となっている。

情報活用能力体系表（八潮市版）
※令和６年度最終版



この間、「小中一貫教育推進検討部会（ICT部会）」部会員を
中心に、ICTを活用した新しい学びへの挑戦も積極的に行わ
れた。

【反転学習】松之木小学校
家庭学習で学習内容に関する動画を見て予め考えをもって本
時に臨んでいる。（GIGAスクール通信44号）

【ICTを活用した単元内自由進度学習】八幡中学校
児童・生徒は教師が作成した学習の手引き（単元計画）をもとに、各自の計画を立て
て学習を進める。（GIGAスクール通信4９号）

学習の手引き



これまでの取り組みの成果と課

題は以下のとおりである。

成果
• 授業での端末の活用が日

常となった。令和６年６月に

実施した調査で、「端末の

授業での活用」に関して「ほ

ぼ毎日使用している」と回

答した教職員の割合は、小

学校で６６．３％、中学校で３

９．５％となった。令和４年度

の同時期の調査結果は、小

学校で４２．９％、中学校で１

８．６％であったので、小・中

ともに２０ポイント以上、上昇

した。
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• 中学校の総合的な学習の時間の取組

では、企業とのつながりの中で一人一

台端末が有効活用されている。年に数

回程度しか来校できないゲストティー

チャーとクラスルームでつながることで、

日々の学習の中で生じた疑問等をオン

ラインで質問し、回答や助言を得ること

ができた。このように、時間や場所の制

約を取り払った効果的な活用事例が増

えてきた。

• 学習した成果等のアウトプットの手段として、

Googleスライド、Googleサイトなどのデジタル

ツールの活用が積極的に行われるようになった。

Google for Educationの活用（2025. 八幡中学校）より

企業でのプレゼンテーション



課題
• 端末の故障・破損への対応に時間と費用を要している。第２

期では、十分な予備機の購入と第１期の購入端末の効果

的な活用を行うことでこれに対応する。また、「GIGA端末の

手引き（児童・生徒、保護者用）」を活用するなどして、各校

で端末の丁寧な取り扱いについて引き続き指導をお願いす

る。

• 各校のネットワーク機器の性能や回線契約、地域の特色等

により、端末を活用したクラウドベースの学習を実施する際、

繋がりにくくなるなどの事象が生じることがある。安心して

活用してもらうために、整備計画に基づき、ネットワークの改

善を実施していく。

• 全体の端末活用率は高いものの、依然として学校間、校種

間で格差がある。ICT部会を中心に継続して活用推進に取

り組んでいく。また、段階に応じた教職員向けの研修を計画

的に実施し、教職員の情報活用能力・指導力を着実に向上

させていく。

Chromebook利用の手引き（児童・生徒・保護者用）

https://www.city.yashio.lg.jp/kosodate/kyoiku/gakkokyoshitsu/gakko-ict.files/tebiki.pdf


３． 1人１台端末の利活用方策
「２」の総括を踏まえ、「１」で示した「目指す学びの姿」の実現に向け、

下記の基本方針に基づき利活用を進めていく。そのために、端末の整

備・更新を計画的に進め、児童・生徒が一人一台端末を利活用できる

環境を維持していく。

⑴一人一台端末の日常的な活用に向けて

①「効果的な端末の活用」を大切な視点としつつも、効果の有無で活

用の是非を判断しないよう、学習の基本的なツールの一つとして位

置付ける。

②段階に応じた研修を計画し、教職員の汎用的なソフトウェアを基本

とした情報活用能力・指導力の向上を図る。

③日常業務である校務での汎用的なソフトウェアの活用を推進し、授

業での活用につなげる。市内５校にGoogle事例校認定を目指した

学習・校務の両面での活用推進をお願いしており、これらの実践を

順次他校に広げていく。

Google for Educationの活用（2025. 八幡中学校）



⑵個別最適で協働的な学びの
一体的な充実に向けて

①端末を使用することで充実する、個別最適で協働的な学びについて
のイメージを共有するため、端末やソフトの操作・活用法の研修だけ
でなく、先進校の事例紹介や有識者を招いた研修等も実施する。また、
文科省のGIGA StuDX StyleやYouTubeのオンデマンド研修資料
を積極的に活用する。

②小中一貫教育推進検討部会「まなび（学力）部会」と連携し、これま
での八潮市の教育実践のノウハウと、ICTを活用することで実現する
新しい学びのベストミックスを追求する体制を整える。

③授業者の計画のもと、一人一人の学習者が、学習方法や学習過程等
を選択し、自らの学びを調整しながら進める学習法など、端末を活用
することで実現する新しい学びについて調査・研究する。

④児童・生徒が自ら判断し、必要な時に適切な（ふさわしい）使い方で、
自由な発想で活用できるよう、学習の基盤となる情報活用能力の育
成を図っていく。

文部科学省 StuDX Style スタディーエックススタイル

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して（答申）【総論解説】

https://www.mext.go.jp/content/20210329-mxt_syoto02-000012321_1.pdf
https://www.mext.go.jp/studxstyle/
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_01097.html
https://www.mext.go.jp/content/20210329-mxt_syoto02-000012321_1.pdf


①児童生徒の悩みや心の不調等を早期発見し、支援につなげる手段と

して、一人一台端末を活用した心の健康観察の実施に向けた取組を

進める。

②十分な予備端末を準備し、故障や破損等の際に速やかに代替機を使

用できる環境を整え、一人一台端末を活用した学びに支障が生じな

いようにする。

オンラインで児童・生徒に学習支援
心の健康観察（まなびポケット）

③様々な事情で登校できない児童・生徒、

登校したが教室に入れない児童・生徒等の

学びの保証として、オンライン授業、オンデ

マンド教材、学習支援アプリの活用など、

ICTを活用した学習支援を充実させる。

⑶誰一人取り残さない学びの充実に向けて



第３章 端末整備・更新計画
【端末の整備・更新計画の考え方】
令和７年度に中学校（2,100台）、令和８年度及び令和９年度に小学校（4,440台）に分けて更新する予定である。

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度

①児童生徒数 6,270 6,400 6,442 6,540 6,546

②予備機を含む
整備上限台数

6,772 6,912 4,689 2,451 6 

③整備台数
（予備機除く）

0 2,100 2,171 2,269 6

④③のうち
基金事業によるもの

0 2,100 2,171 2,269 6

⑤累積更新率 0.0% 32.8% 66.3% 100.0% 100.0%

⑥予備機整備台数 0 168 174 182 0 

⑦⑥のうち
基金事業によるもの

0 168 174 182 0 

⑧予備機整備率 0% 8% 8% 8% 8%



第４章 ネットワーク整備計画

１．必要なネットワーク速度が確保できている学校数、総学校数に占める割合（％） 
「校内通信ネットワーク環境整備等に関する調査」（文部科学省・令和５年１１月実
施）の結果では、「学校規模ごとの当面の推奨帯域」（文部科学省・令和６年４月）を
超える学校は２校のみであった。また、同調査によると、「ネットワークが遅い・繋がりに
くいと感じることはあるか」という設問に対して、「よくある」と回答した学校が１５校中
３校、「たまにある」と回答した学校が９校あった。

２．必要なネットワーク速度の確保に向けたスケジュール 

（１）ネットワークアセスメントの結果

令和５年度に市内３校（小学校２校、中学校１校）を対象としたネットワークアセス
メントを実施したところ、ネットワーク回線やネットワーク機器に課題があることが分か
った。なお、ネットワークアセスメントを実施していない１２校（小学校８校、中学校４校）
についても、市内３校のネットワークアセスメントの結果に基づき、令和７年度内にネッ
トワークの改善について机上調査を実施する。

（２）ネットワークアセスメントを踏まえた改善スケジュール

ネットワークアセスメントの結果を踏まえ、日常的に端末を活用する学校教育活動
の展開に際し、児童生徒や教職員の端末利活用に支障が生じないよう、各校の教育
現場において実際に求められるネットワーク環境の整備を目指し、必要なネットワーク
速度の確保のみに係らず、令和７年度内に市内全１５校のネットワーク環境の改善を
順次実施する。

3

9

3

ネットワークが遅い・繋がりにくいと感

じることはあるか（学校数）

よくある たまにある ない

2

13

0

5

10

15

推奨ネットワーク帯域（学校数）

満たしている 満たしていない

校内通信ネットワーク環境整備等に関する調査 2023．11



第５章 校務DX計画

１． 現状と課題

• 本市では、令和４年９月よ

り統合型校務支援システ

ムを導入し、これと同時に

校務用パソコンの更新も

行った。また、学習系と校

務系のネットワークを分

離し、校務系では仮想デ

スクトップを採用し、セ

キュリティの確保を行った

うえで安心して活用でき

る環境を整えている。

• 統合型校務支援システムでは、教育委員会と学校間の情報共有や、個人連絡、文書連絡、指導要録、出席簿、学級日

誌の機能などを整備し、業務のデジタル化を推進している。また、別途保護者連絡ツールを導入し、保護者からの欠席

連絡等の受け取り、学校からの手紙の配付などをデジタルで行っている。

統合型校務支援システムC4th



• これらの取組の結果、令和６年１０月の「GIGAスクール構想

の下での校務DXチェックリストに基づく自己点検」の実施結

果（令和７年１月）では、「児童生徒の欠席連絡（約７１％）」

「業務時間外の問い合わせ（６６．７％）」「資料をクラウド上

で共有（６０．０％）」が「完全にデジタル化（ペーパレス化）し

ている」と回答している。また、「職員間の情報共有や連絡（９

３．３％）」「授業研究会や研修等の協議（７３．３％）」が「ク

ラウドサービスを取り入れている」と回答している。統合型校

務支援システムを中心とした、校務の改善が進んでいる様

子が分かる。

• しかし、一方で、６０．０％が「現金以外での学校徴収金の徴

収」を「全くしていない」、８６．７％が「押印が必要な書類」が

「ある」と回答する等、校務ＤＸを進めていくうえでの課題も

明らかになっている。

71 66.7 60
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20%

40%

60%

80%

100%

児童生徒の欠席連絡 業務時間外の問い合わせ 資料をクラウド上で共有

完全にデジタル化している

93.3
73.3
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40%

60%

80%

100%

教職員間の情報共有や連絡 授業研究会や研修等の協議

クラウドサービスを取り入れている

GIGAスクール構想の下での校務DX
チェックリストに基づく自己点検結果（2025.1）



２． 課題策と今後の方向性

「１」で挙げた課題や各種提言等を踏まえ、今

後の校務ＤＸの更なる推進に向け次のような

方向性で取り組んでいく。

（１）校務系・学習系ネットワークの統合
と、次世代の校務支援システムの整備

現状のネットワーク分離は、セキュリティ確保

の面では安全性が高い環境であるが、ネット

ワーク間を行き来する際の認証作業やデータ

移動の手間など、業務の効率という面では課

題が残る。今後は、校務端末と学習端末の統

合、ネットワークの統合を行い、２段階認証等に

よるセキュリティ環境を整え、ゼロトラストの考

えに基づく、クラウド環境での校務支援システ

ムが運用できるよう調査・研究していく。

文部科学省「GIGAスクール構想の下での校務DXについて～教職員の働きやすさと教育活動の一層の高度化を目指して～

https://www.mext.go.jp/content/20230925-mxt_jogai02-000027984_001.pdf


（２）クラウドを前提としたGIGAスクール環境の積極的な活用

（３）書類への押印の見直し、文書連絡のデジタル化の一層の促進

学校と教育委員会とのやり取りには、令和４年度より統合型校務支援システムの個人連絡機能が活用できるよ
うになった。また、令和６年度からはこれに文書連絡機能が加わり、学校への通知や教育委員会への提出を同
システムで行っている。しかしながら、端末が限られていることや、依然として紙での提出を求めているものもあ
り、業務がより複雑化したとの学校からの意見もあった。また、押印については、アンケートフォームで置き換える
ことができないかなどを考えていき、その必要性についても再検討し、押印・署名の原則廃止に向けて調査・研
究していく。

教材の共有、保護者から学校への提出物のデジタル化など、クラウドベースの汎用的なソフトウェアを校務で
活用することで、不合理な作業の削減が可能である。しかし、これにはデータの収集や利用、保管に関する取り
決めや保護者同意、アクセス権限の適切な設定など、教育情報セキュリティポリシーに基づいたデータの取り
扱いについて適切に運用される必要がある。引き続き早期の教育情報セキュリティポリシーの策定に向け、また、
より効果のあるサービスの利用方法について調査・研究していく。



おわりに

八潮市立小・中学校ICT環
境整備計画の推進は、小中学
校における教育内容、校務の
処理方法などに影響すること
となる。また「教育の情報化」
は、学校に勤務する教職員の
理解がなければ、実現するこ
とはできない。そこで、この計
画について、校長、教頭及び
職員、学校事務職員など学校
関係者へ適宜必要な情報提
供を行い、理解と協力が十分
に得られるよう進める。
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